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　WLAC出場にあたって、まず、はじ
めに世界大会に出場し無事終えるこ
とが出来心から感謝申し上げます。
　今回、世界大会の競技順が２番目
ということでかなり早い順番となってい
たので日本を出た時から競技前の準
備の時間がちゃんと取れるか心配し
ていました。
　その不安が的中し、会場に入るのに手間取り、実際に競技
に入ってからは、想定外のことがありすぎて、最初は気持ちを整
えるのに必死でしたがコーヒーを抽出した時の豆の状態を見て
開き直りました。焙煎したて、浅すぎるロースト、ノークレマ、ペラ
ペラの液質。これが世界というものなのだと受け止めたら、気持
ちが楽になったので、そこからは自分のペースが作れました。日
本でリハーサルの練習を何度も繰り返し練習していて本当に
良かったと思いました。
　日本から来られた、協会の方から沢山の応援があり、安心し
て競技に向かえられたし、何より声援が嬉しくて、パニックになら
ず順調に作品を完成させることが出来たのと同時に安堵感で
いっぱいでした。
　細かいことだけど気になったことはその都度確認しました。意
外と誤解している事や、事前準備出来ることなのに遠慮してし
ないで必ず聞くようにして不安要素を出来るだけなくすようにし
ました。親切に教えてくれるし、世界大会の協会の方々ともコ

WCE2016 上海での世界大会を終えて
ワールド ラテアート チャンピオンシップ（WLAC）
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ミュニケーションが取れて、顔を覚えてくれるので、逆に向こうか
ら気にしてくれるようになりました。日本での練習、準備の段階
で、全てを体に覚え込ませ余裕持って終わらせるようにしてお
けば、世界大会でイレギュラーがあってもすぐ対応できると感じ
ました。とにかく場に馴染む事が大事だと思います。
　本番はボランティアの方も、観客の方 も々、チームジャパンも
選手もみんながエールを送ってくれて世界大会の素晴らしい
空気に包まれ、緊張せずに自分らしく競技に集中出来ました。
気持ち的には大満足だし、沢山のありがとうでいっぱいです。
　一人だったら会場にすらたどり着けていないと思います。力を
貸していただいた皆様に心から感謝しています。
本当にありがとうございました。

吉住 美奈子

ワールド コーヒー イン グッド スピリッツ チャンピオンシップ（WCIGSC）

競技結果

競技結果

競技結果

競技結果参加16カ国

野里 史昭

　JCTC 日本チャンピオンとなってか
らは、世界大会を想定しての試行錯
誤、特に日本の予選大会は、コーヒー
プレスを使用して大会が行われていま
すが世界大会がモカマスター（コー
ヒーマシン）で抽出され、ポットで保
存をしたコーヒーが使用されるので、
それを想定した練習をしました。お水
のPHにも気を使い練習をしました。
　上海の競技会本番において、難しく感じた点としては 問題
がかなり難しかったです。理由として、セットごとの温度差（カッ
プごとの温度差は感じられなかった） が非常に大きく特に想定
を超える高い温度のセットがありペースがつかめなかった。
　その反面、面白い、為になると感じた点は名前は発表され
ないのでわかりませんがいろんなコーヒーが飲めるのは楽しかっ
たです。いろいろな国の選手と交流ができた事が良かったです。
又、他の代表者で、コスタリカの選手からはすごい余裕を感じ
他の選手の方よりも圧倒的な強さを受けました。世界には猛
者がいるものです。
　今後の世界競技会へ対応すべき点としては、世界大会は
ペーパーフィルターを使ったコーヒーメーカーなので日本の大会

ワールド カップテイスターズ チャンピオンシップ（WCTC）
でもモカマスターは難しいかもしれませんが、コーヒーメーカー
を使用してペーパーフィルターで抽出したコーヒーを使用して
大会が行われると良いと思いました。大会の運営は日本の大
会の方が圧倒的にしっかりとしている印象です。
　改善すべき点、反省点として、昨年の大会の様子などを
事前に聞くことができれば色 と々作戦をたてやすいと感じまし
た。前チャンピオンだけでなく、全チャンピオンに世界大会の
日本代表としての情報、ノウハウ、トレンドなどの事前準備の
重要性を痛感しました。日本代表として世界の舞台では事前
準備、特に情報武装して望む事を痛感しました。

富川 芳伎

　上海での競技会の本番において、
難しく感じた点は、急な変更・決定
などが当たり前に起こり、それに臨機
応変に対応していくことです。応用
力が試されます。

　一方で、面白いと感じた点は、世
界中のバリスタ、バーテンダーの作
るコーヒーカクテルが飲め、美味しいものを作るという共通点
からたくさんの人との交流が生まれることです。
又、世界のトレンドが競技会を通じ、直接見て、一部はテイ
スティングもできて、勉強できることが、この競技会に参加する、
大きなメリットです。

・他の代表者から受けた印象等、常に自信をもち、自分の作
り上げた作品を表現豊かに、審査員が十分、その意図を理
解できるように説明しているバリスタが多く、とても良い刺激に
なりました。

・今後の世界競技会へ対応すべき点
今回の競技会は想定外のトラブルで、力を充分に出し切れな
かった悔しい思いがありました。あらゆるトラブル、危機を想
定しながら、十分な対応策を準備想定していくことも重要です。

・改善すべき点、反省点
リスクヘッジ、応用力が試され臨機応変に行動する。

ワールド コーヒー ロースティング チャンピオンシップ（WCRC）
河合 佑哉
　競技について、ジャッジのコメント
の多くはオーバーローストでした。国
内大会決勝での最終提出品よりも焙
煎度合は浅くしましたが、他の競技
者の焙煎はそれ以上に浅く、焙煎の
言葉を使って表現すると「１ハゼピー
ク前で排出」と言った具合の焙煎度
合が多かったです。コンペティターが
参加できるオープンカッピングでも全ロットの４割ぐらいは、湯を
注いですぐに粉が沈殿、またはブレイクの４分になる前に沈殿
するような焙煎でした。そういった国内大会と世界大会の基準
の違いに対して対応しきれなかったことが敗因です。他の競技
者は半分ほどが複数回、世界大会に参加したことのある選手
で、そういった焙煎が評価されるということをすでに分かってい
るようでもありました。
　協会、委員会の協力体制については内田委員長を初め、
委員や事務局からはまめな連絡を頂いたり、R&R の和訳をし
て頂いたり、大変感謝しております。反省として歴代日本チャ
ンピオンの世界大会での競技内容や経験談や、委員会から
のアドバイスを、もっと勉強しておくべきだった反省しております。
委員会からは個人的な情報収集は可能とのことは言われてい
たので、前回日本チャンピオンに連絡をとっていましたが、複
数年にさかのぼって日本チャンピオンの競技内容や経験談を

収集できると、世界大会自体のトレンドも更に深く読み取るこ
とができたかもしれません。
WCE に対しては世界大会でコンペティターも含めたカリブ
レーションがあると、とても良いと思いました。
　日本スペシャルティコーヒー協会、ローストマスターズ委員
会の皆様、通訳として同行していただいた三神さんのサポー
トには大変感謝しています。
今後、世界チャンピオンの日本人を一人でも多く排出し、ス
ペシャルティコーヒー産業と SCAJ の発展に自分のような若
輩者がすこしでも貢献できればと思います。
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各委員会報告

　会員開発委員会は、スペシャルティコーヒーの普及、啓蒙を一層促進するためのＳＣＡＪ会員増強活動を企画、推進することを目的にしています。
　当委員会におけるこれまでの努力に加え、特にサードウェーブに代表されるように、近年我が国においてもおいしいコーヒーに対する理解と需要の
高まりもあり、現在会員数は法人６４０、個人８６１、海外１１と順調に増加しています。
　当委員会では、現在の状況はスペシャルティコーヒーへの理解と消費を一層推し進め、業界の発展をはかる絶好の機会ととらえるとともに、当協
会の果たす役割が今まで以上に求められていると認識しています。スペシャルティコーヒーのすばらしさをできる限り広めるため、引き続き会員開発活
動に全力で取り組む所存です。
　地方における会員の裾野を広げなければ、協会の発展もありえないと考えます。今年は、非会員向けＳＣＡＪ事業説明会（カッピングセミナー付き）
を東京で開催し、それぞれの地区における会員獲得に集中的に取り組みます。また、これとは別に、地方での会員大会を名古屋、大阪、九州で開催
し、会員でありながら、東京での展示会や教育事業等に参加できない皆さんのために、当協会の活動状況や、スペシャルティコーヒーの最新情報を
お届けし、会員同士の親睦、交流を深める機会の提供も企画しています。中期的には、各地域で核となる会員を育成し、ＳＣＡＪが開催する各種セミ
ナーなどを地域単位で誘致し活発に実施できるようになればと考えています。
会員の皆さんからのご意見にも耳を傾けながら、会員増強を進め、当協会の活動をさらに活発なものにしていきたいと考えますので、ご指導とご支援
をお願いいたします。

会員開発委員会　委員長　秋本修治

会員開発委員会

　ローストマスターズ委員会は、スペシャルティコーヒーの焙煎技術の習得と啓蒙を目標としています。スペシャルティコーヒーのもつ素晴らしい風味
特性を表現するのに、焙煎技術の構築は欠かせません。本年度も活動の概要に変わりはありませんが、内容をもう一度焙煎技術の向上するために、
何をしなければならないのか、という点に重点をおきたいと思っています。その為今年は、風味特性の素晴らしさを持つ生豆を使用し、焙煎人によりど
こまでその魅力が引きだせるのかをひとつの課題といたします。
　当委員会で焙煎技術の向上を図るための活動としては以下の3つがあります。これらに欠かさず出席することで焙煎人同士の交流と情報交換の
場が出来、焙煎技術の向上に大きく寄与します。
◆ ワークショップ「Roasted Coffee 参加型品質ワークショップ」　
こちらは年2回行います。ひとつの課題豆を各自の焙煎機にて焙煎し、それを持ち寄りブラインドでカッピングします。毎日同じ環境で行う焙煎はつ
い、マンネリになりがちです。しかしこれに参加することで、同じ豆でも焙煎方法・環境の違いにより大きな味の差につながることが実感できます。
カッピング会場に来られない方は通信で受講することも出来ますが、是非会場まで足を運んで頂きたいと思います。

◆ リトリート「焙煎合宿」
7月上旬に2泊3日で行う焙煎人の合宿です。今年も例年と同じ八王子のセミナーハウスで開催します。例年は国内で販売されている焙煎機の
多くを会場に揃えましたが、今年は焙煎機の数よりも焙煎の中身を考える合宿といたしました。セミナーも焙煎技術の向上には欠かせないカッピン
グや実際に技術向上した焙煎人の体験談など、充実した3日間です。

◆ ローストマスターズチームチャレンジ
SCAJの最終日に行っていた「ローストマスターズチャンピオンシップ」の名前を昨年から改めました。これは日本国内の地域ごとに集まった焙煎人
でチーム編成をします。そのチームで協力してひとつの課題豆を焙煎し、SCAJ会場に持ち寄って評価いたします。こちらも今年は原点に返り、会
場での評価方法もシンプルにいたしますが、その分、焙煎技術を学べる場にしたいと思います。

◆ 資格認証試験と競技会
ジュニアローストマスター等、認証試験の実施。
資格認証試験は今年も数回行う予定です。

◆ ジャパンコーヒーロースティングチャンピオンシップ
今年も６月に予選を終了し、勝ち残った6人で８月に決勝大会を行います。優勝者はワールドコーヒーロースティングチャンピオンシップに日本代表
として派遣する予定です。今年は予選会から選手が1箇所に集まり焙煎を行い、翌日カッピングを行って決勝進出者を決定いたしました。決勝会
場も八王子のセミナーハウスから都心に移し、選手や運営の負担を減らします。

ローストマスターズ委員会　委員長　内田一也

ローストマスターズ委員会

　トレイニング委員会では、スペシャルティコーヒーの普及・啓蒙活動の一環として「コーヒーマイスター養成講座」「アドバンスド・コーヒーマイスター
講座」を運営しています。
　コーヒーマイスターとは、「コーヒーに対するより深い知識と基本技術の習得をベースとして、お客様へ豊かなコーヒー生活が提案できるプロのコー
ヒーマン（サービスマン）」であると定義しており、各講座ではコーヒーに関する正しい基礎知識を習得していただける内容となっています。近年のコー
ヒーブームの影響もあり年々受講希望者は増加しており、もちろんコーヒーの販売にたずさわる方が中心ですが、コーヒー業界以外の一般の方が
コーヒーに関する知識を増やしたいという思いから受講されるケースも増えてきたようです。
　SCAJの資格制度におきまして、コーヒーマイスター養成講座は基礎コース、アドバンスド・コーヒーマイスター講座は中級コースに当たります。ア
ドバンスドでは、コーヒーの歴史・生産方法・産地情報・コーヒーの科学と健康などについて最新情報を交えながら深く学んでいただく座学講座
（3講座必修）とともに、エスプレッソ・カッピング・抽出・焙煎のいずれか一つの基礎実習講座（選択）を受講していただき、各講座の試験に合格
されますと資格が得られます。
　昨年度（2015年1月-12月）に誕生した新たなコーヒーマイスターは465名、累計では3,766名となりました（2015年12月現在）。また、昨年
度に新しくアドバンスド・コーヒーマイスターになられた方は43名で、その後の講座で合格された方も含めますと189名のアドバンスド・コーヒーマ
イスターが誕生しています（2016年4月現在）。
　次回9月に開講します第25期コーヒーマイスター養成講座の受付は8月1日からWEB上でスタートする予定です。また、アドバンスド・コーヒーマ
イスターの必修座学講座のひとつ「コーヒーの歴史／コーヒーの科学と健康（第2章・第7章）」が9月3日（大阪）・9月5日（東京）で開催されます。
　一方、毎年秋に行なわれますSCAJ展示会では、生産国の最新情報を紹介するセミナーや、ベースとなるコーヒー産地を当てていただく利き珈琲
選手権を開催し、楽しみながらコーヒーに関する情報を体感しながら学んでいただける場を提供しています。さらに、コーヒーマイスターの更新者向け
には無料特別セミナーも開催（本年は11月予定）しています。
　いずれにしましても、コーヒーに関する正しい知識や情報を学んだコーヒーパーソンが増えることは、それぞれの職場やコミュニティで、さらにたくさん
のお客様へ正しい知識を広めコーヒーに関する理解を深めていただくことにつながり、それがコーヒー業界の発展につながるものと確信しております。
　今後も、様々な切り口でコーヒーに関する正しい最新情報を発信してまいりますので、皆様のご参加をお待ちしております。

トレイニング委員会　委員　長野隆成

トレイニング委員会

　昨今のコーヒー業界は、日本の人口減少・高齢化の流れに逆らうように隆盛を極めています。単純に日本の人口減とともに胃袋数も比例して減
少していき、食品業界や外食産業が苦戦する中、コンビニエンスストアのカウンターコーヒーの台頭や、サードウェーブというキーワードと共に確立され
てきたスペシャルティコーヒーのマーケットがこれを力強く推進してくれています。
　カウンターコーヒーは5年前ではほぼゼロに等しかったマーケットが今や19億杯もコーヒーを消費するマンモス市場へと変貌を遂げています。淹れ
たての新鮮なコーヒーが100円で飲めるという手軽さも手伝って、これまでコーヒーを飲用していなかった人々、または缶コーヒーやインスタントコー
ヒーで済ませていた人々が、このカウンターコーヒーを通じてレギュラーコーヒーに親しむようになり、コーヒー飲用層を大きく横に押し広げる結果となっ
ています。
　もう一つのサードウェーブの流れは、決して安くはないけれどコーヒー本来の持つ良さを最大限に楽しむと言う事で、シングルオリジンというキーワー
ドと共に雑誌や新聞にも頻繁に取り上げられて一つのムーブメントになっています。このスペシャルティの流れは、コーヒーをおしゃれでかっこよく見せ
てくれる結果となり、一般の消費者がコーヒーの産地に憧れ、バリスタやサイフォニストという職業が注目される形で顕在化してきています。
　前置きが長くなりましたが、我々テクニカルスタンダード委員会は、新任の三浦委員長の下、この空前のコーヒーブーム、スペシャルティーコーヒー
ブームと言っても過言ではないこの世相を反映した形で委員会運営に邁進しております。
　テクニカルスタンダード委員会では、初級・中級カッピングセミナーの運営をはじめとして、ジャパンカップテイスターズ選手権の運営、カッピングに
関する資格認証の運営管理を行っています。
　昨年来、募集を開始するたびにキャンセル待ちが常例化し、なかなか受講頂けない初級・中級カッピングセミナー、年々出場者が増え、レベルも
向上しているジャパンカップテイスターズ選手権、昨年からスタートしたものの、受験者数が伸びないジュニアスペシャルティカッパーの認証等、様々
な問題を抱えた形でのスタートでした。
　スペシャルティコーヒーのブームとその評価という曖昧さ、機会の少なさがセミナーの受講者数を大きく押し上げる原因となっている為、我々は資格
認証と同時開催という形でこの問題に対峙し、資格認証を受講しやすくし、セミナー回数を倍増することに成功致しました。この策が功を奏し、セミ
ナー受講者、認証受験者は順調に増加し、お待ち頂く時間が短くなってきています。
　カップテイスターズ選手権におきましても上位団体のWCEの規約に基づきルール＆レギュレーションを見直し、どなたでも参加頂けるオープンな大
会に改善し、参加者希望の方々の増加に伴い、予選の受け入れ態勢を改善しております。
　我々、テクニカルスタンダード委員会はスペシャルティコーヒーの普及の為の基礎となるスタンダードを皆様に共有頂く事を理念に活動させて頂い
ています。
今後も、ストレスなく、楽しく参加頂けるよう改善を続けてまいりますので、是非我々の持つスキームを上手く活用いただきまして、各種事業の発展・
充実したコーヒーライフの実現に利用して頂ければと考えます。

テクニカルスタンダード委員会　副委員長　中平尚己
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